
遠隔による意思疎通支援サービスの概要

　○ 新型コロナウイルス感染症の発生により、聴覚障害者が行政機関や保健所への相談や医療機関の受診等を希望する際、
  　　意思疎通支援者の同行が困難となっています。
　○ そのため、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防と聴覚障害者の情報保障を目的として、遠隔での意思疎通支援
　　 （手話通訳や要約筆記）を実施するものです。

※サービス提供イメージ 
帰国者・接触者相談センターや 

各保健所などに相談する場合 

医療機関の受診、治療を行う場合 

医療機関の受診、治療を行う場

合 

和歌山県聴覚障害者情報センター 

支援

拠点 

聴覚障害者は、スマホ

やタブレット端末に映る

支援者を介して会話を

理解します。 

支援者 
手話通訳 

要約筆記 

開設時間：9:00～17:45 

（土日祝日含む全日対応） 

端末をお持ちでない方

には、県が無料で貸し

出します。 

聴覚障害者のコミュニ

ケーションを遠隔で支

援します。 


